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は　じ　め　に

　墨田区に甚大な被害を及ぼした「関東大震災」から96年、そし

て日本での観測史上最も大規模で多くの尊い人命が失われた「東

日本大震災」から8年が経過しました。首都直下地震は、いつ発

生してもおかしくない状況にあるといわれており、平成24年4月

に東京都が公表した被害想定によりますと、区内でも17,657棟

の建物が全壊し、7,786人の死傷者が出るなど、大きな被害を受

けると想定されています。

　本区は、地理的条件などから地震に弱い一面を持っており、東

京都が発表している地域危険度が高い地域が多いことから、「燃え

ないまちづくり」「壊れないまちづくり」を推進するなど、区政の

最重要課題として防災対策に取り組んでいます。

　災害時に被害を最小限に抑えるためには、区民の皆さん一人一

人が自らの安全は自ら守る「自助」と、共に協力し合って地域を

守る「共助」、区や関係機関が行う「公助」の力が重要となります。

　このパンフレットは、地震に対するご家庭や地域での備えを中

心に作成したものです。万が一の大きな揺れに備え、身の回りで

日ごろからできる対策や知っていると役に立つ情報を掲載してい

ます。地震に対する正しい知識や心構えを暮らしの中に生かして、

いざというときのために有効にご活用くださるようお願いします。

令和元年9月

墨　田　区
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●海のプレートがもぐり込むときに、陸地のプレートを引きずり込んでいきま
す。やがて、引きずり込まれた陸地のプレートが反発して跳ね返り、巨大地震
が起こります。

●この跳ね返りによって起こる地震を海溝型地震と言います。広い範囲にわたって揺れを感じ、大きな津波を
起こします。

●関東大震災を起こした地震（マグニチュード7.9）は、相模トラフを震源とした海溝型の地震です。

●海のプレートが陸地のプレートを引きずり込んでいくとき
には、それぞれのプレートに大きな圧力が生じ、プレート
内部の破壊が起きたり、断層のずれを引き起こします。

●こうして起こる地震は、海溝型地震に比べて規模（マグ
ニチュード）は小さいのですが、震源が都市直下の浅い
ところで起きると大きな被害をもたらします。

●阪神・淡路大震災は、震源の深さが16ｋｍと浅いところで
起きた直下地震（マグニチュード7.3）によるものです。

地震はなぜ起こる
●地球の表層は、複数のプレート（岩盤）に覆われてい

ます。これらのプレートは、１年に数ｃｍの速度
でそれぞれ違う方向に移動しています。

●日本列島の周辺は、下図のように4つのプレート
が接触しています。

●プレートの接合部では、陸地を乗せたプレート
の下に、海のプレートがもぐり込んでいます。
このプレートがもぐり込んでいる場所が海溝

（トラフ）です。
●地震は、この海溝部分で起こる「海溝型地震」と

プレートの上層部分で起こる「直下地震（内陸地震）」の２つがあります。

《岩盤の移動》

地 震 の 知 識
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●マグニチュード（以下Ｍと表記）は、地震のエネルギーの
規模を表す単位です。Ｍが0.2大きくなると地震のエネ
ルギーの規模は約２倍に、Ｍが1大きくなると約32倍に
なります。

●震度は、地震の際の各地点の揺れの強さを表します。
●Ｍと震度の関係は、Ｍの数値が同じ地震でも、地盤条件

などにも左右されますが、一般的に震源から遠ければ震
度は小さく、震源から近ければ震度は大きくなります。

「マグニチュード」と「震度 」

地球の岩盤が移動している

海溝型地震

直下地震（内陸地震）

《もぐり込む岩盤》



人は揺れを感じないが、地震計には
記録される。

屋内で静かにしている人の中には、
揺れをわずかに感じる人がいる。

屋内で静かにしている人の大半が、
揺れを感じる。

屋内にいる人のほとんどが、揺れを
感じる。

●ほとんどの人が驚く。
●電灯などのつり下げ物は大きく揺

れる。
●座りの悪い置物が、倒れることが

ある。

●大半の人が、恐怖を覚え、物につ
かまりたいと感じる。

●棚にある食器類や本が落ちること
がある。

●固定していない家具が移動するこ
とがあり、不安定なものは倒れる
ことがある。

●物につかまらないと歩くことが難しい。
●棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。
●固定していない家具が倒れることがある。
●補強されていないブロック塀が崩れることがある。

●立っていることが困難になる。
●固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもあ

る。ドアが開かなくなることがある。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。
●耐震性の低い木造建物は、瓦が落下したり、建物が傾

いたりすることがある。倒れるものもある。

●はわないと動くことができない。飛ばされることもあ
る。

●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるもの
が多くなる。

●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものが
多くなる。

●大きな地割れが生じたり、大規模な地すべりや山体の
崩壊が発生することがある。

●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものが
さらに多くなる。

●耐震性の高い木造建物でも、まれに傾くことがある。
●耐震性の低い鉄筋コンクリート造の建物では、倒れる

ものが多くなる。

気象庁震度階級【震度と揺れ等の状況】(概要) 平成21年3月31 日改訂
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度 3
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度 2
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※東京湾北部地震
における墨田区
の想定震度

■墨田区の東京湾北部地震被害想定(平成24年都公表)

前提条件

建物被害

火　　災

人的被害

全壊棟数

地震発生時刻

震源

風速

マグニチュード

震度

昼間人口

夜間人口

総数

ゆれ液状化

地震火災

総数

総数

総数

うち重傷者

総数

総数

台数

総数

出火件数

焼失棟数

死者数

負傷者数

避難者数
（1日後）

帰宅困難者

閉じ込めにつながり得る
エレベーターの停止台数

うち災害時要援護者

自力脱出困難者

冬の午後6時

東京湾北部

8m/秒

M7.3

６強

262,514人

247,606人

17,657棟

9,902棟

7,755棟

32件

7,755棟

665人

7,121人

1,312人

144,939人

94,211人

340台

324人

3,713人

うち避難所生活者数

79,083人

首都直下地震による墨田区の被害想定

震
度
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墨田区の地域特性
●墨田区は、旧利根川水係と荒川水係の河口

デルタ地帯に位置し、地表面より深さ30〜
40mの範囲で沖積層に覆われています。

●この沖積層は、一般に軟らかい粘土と砂
の互層から形成されているため軟弱な地
盤といえます。

●また、住宅・商業・工業が混在しており、
耐火構造の建物が増加しているものの、
木造家屋の密集地区も多く、人口密度の
高い都市構造となっています。

(倒壊建物を含まない)



家具類のレイアウトの見直し

けがをしない備え

●できるだけ生活空間の家具類を減らしたら、続いて家具類のレイアウトを見直しましょう。

●「寝る場所」や「座る場所」にはなるべく家具を置かないようにしましょう。

●置く場合は、背の低い家具にするか、家具の置き方を工夫しましょう。
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自 助 日ごろの備え

室内の安全対策

　ガラスの飛散・落下防止、履物の用意

　本棚等の落下防止
●本棚は、ゴムバンドやひもをかけて本が

飛び出さないようにしておきましょう。

●観音開きの扉には、止め金具を取り付け

ましょう。

テレビ・パソコン等の落下・移動防止
テレビ
●できるだけ低い位置に置き、テープ式・バンド式

などで固定しましょ

う。

●落下・移動しないよう

にテレビの下に粘着

性のマット等を敷き

ましょう。

パソコン
●パソコン(デスクトップ式)が机などから落

下・移動しないようにテープ式・バンド式な

どで固定しましょう。

●パソコン(デスクトップ

式)の下に粘着性のマッ

ト等を敷いて落下防止対

策をしておきましょう。

●市販の透明フィルムを全面に貼るか、粘着テープ（幅50mm）を貼る。いずれの場合もサッシまで貼り

ましょう。

●縦横に貼ってもサッシまで貼らないと、大きな固まりで落下してきます。

●すばやい行動のために、運動靴など履物を手近に用意しましょう。

　また、夜間に備えて懐中電灯を要所に置きましょう。



　家具等の転倒・移動防止

外まわりの安全対策

L型金具による固定

※横木を取り付け
て固定する。

※壁の中の桟
さん

を 探 し て 取
り付ける。

※家具と天井の間にポール式器具(つ
っぱり棒)を入れて、固定します。
家具の両端の奥に設置することが
重要です（ただし、柔らかいベニヤ
板などの天井には不向きです。）。

※家具と天井の間を埋めて
固定するもう一つの方法
です。普段は収納として活
用できます。

※ 家 具 を 壁 か ら3〜5cm離
し、上部を壁につけるよ
うにして家具を傾け、下
部の隙間にストッパーを
入れて固定します。

鎖による固定 ヒートン(吊り下げ金具)と
針金による固定

ポール式器具(つっぱり棒)固定

家具転倒防止収納ユニット及びストッ
パー式防止マットによる固定

ヒートン
(吊り下げ金具)

●タンスなどの家具等は縁の硬い部分

にねじこむネジ釘やヒートン(吊り下

げ金具)・L型金具などで簡単な転倒

防止策をしておきましょう。

●柱を利用して、あるいは横木を取り

付けたりして、補強しましょう。

●釘やネジ釘の使えない構造の住宅で

は、硬い天井を利用して市販のポー

ル式器具(つっぱり棒)でしっかりと

めましょう。

●２種類の固定方法を組み合わせるこ

とで、より安全になります。

取付け物は頑丈にする。

屋根瓦
欄干や塀の上などに物を

置かない。

不安定な瓦や破損してい

る瓦は取り替える。

散乱しないように、固定

しておく。

見えないところは専門の業者に見てもらい、右の

ようなブロック塀は補強しましょう。

ブロック塀

ベランダ　看板、アンテナ、
　室外機

資材

L型金具
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食 糧 品 の 備 え
●食糧品は最低３日分を目安に用意しておきま

しょう。
●アルファ米、レトルト食品、フリーズドライ、

缶詰のご飯など各種の食品が出回っています。
特にお米の用意は重要です。

●乳幼児の粉ミルク、離乳食、おやつの備蓄は、
十分にしておきましょう。

●持病があり、特別な食事が必要な人には、「治
療食」を用意しておきましょう。

水 の 備 え

暮らしを守る備え

●飲料水は１人１日３リットルが目安です。
また、衛生面・安全面の点からペットボト
ルが便利であり、消費期限を確かめながら
備蓄しましょう。

●雨水を溜めておくと、生活用水として活用
できます。

●風呂の残り湯は、捨てないでとっておきま
しょう。トイレの排水などに使用できます。

燃 料 の 備 え
●カセットコンロ、ガスボンベを備えましょ

う。なお、ガスボンベは十分な予備を用意し
ておきましょう。

●固形燃料、バーナーも用意しておくと役に立
ちます。なお、バーナーの燃料も忘れずに準
備しておきましょう。

※燃料の保管をする場合は、安全対策をしっ

かりしておく。

固形燃料 バーナー

カセットコンロとガスボンベ
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自 助 日ごろの備え

リットル！！



非常持ち出し品リスト

「首都直下地震」によるライフラインの全面復旧までの日数

停 電 時 の 備 え
●懐中電灯は、大型から小型まで用途を考慮し

て、要所に準備し、寝室などの暗闇でもすぐ
取り出せるようにしておきましょう。　

●また、予備の乾電池も十分に用意しておきま
しょう。

●キャンプなどで利用するランタンも活用でき
ます。燃料も忘れずに準備しておきましょう。

●正確な情報を得ることが一番大切なので、携
帯ラジオは必ず用意しておきましょう。

トイレ対策の備え
●配水管等設備に被害があった場合は、簡易ト

イレセットを活用して、自宅のトイレが利用
できます。「１人あたり15個(１日5個×3日
分)」を目安に備蓄しましょう。

「首都直下地震」が起これば、都内のライフラインは、復旧するまで下記の日数を要すると想定されています。

貴
重
品

非
常
食
糧

応
急
医
薬
品

衣
　
類
　
等

小
物
道
具

品　　　名 品　　　名チェック (点検日 ) チェック (点検日 )
現金(硬貨も)・印鑑
権利証書・預金通帳
免許証・保険証

下着類・替えの上着
洗面用具・タオル
手袋・雨具
紙おむつ・乳幼児の衣類

懐中電灯
携帯ラジオ・予備の電池
簡易食器セット
ちり紙・ひも・ロープ
缶切り・ナイフ・栓抜き
シーツ・生理用品
筆記用具・古新聞・ビニール袋
救助を呼ぶための笛
簡易ガスコンロ・固形燃料
携帯電話・充電器
簡易トイレセット

飲料水
主食(アルファ米・レトルト・
フリーズドライ品等)
副食(缶詰、瓶詰め、乾物等)
乳幼児・子ども用食糧(粉ミルク、
離乳食、おやつ、哺乳ビン等)
病人用の治療食

ガーゼ・包帯・ばんそうこう
傷薬・目薬・消毒薬
風邪薬・胃腸薬
その他の常備薬
お薬手帳
三角巾、さらし

項目 項目

運動靴・スリッパ

●非常持ち出し品をリュックサックなどに入れて準備しておきましょう。
●火を通さずに食べられるものを３日分を目安に、家族の人数に合わせて用意しておきましょう。
●人工透析・心臓病・糖尿病等の疾患のある人は医師と相談し、必要な緊急医療品や用具を用意しておきましょう。

※簡易トイレセットとは？
・家庭のトイレなどに取り付けて使用する「凝固

剤」と「処理袋」のセットです。
・処理が簡単で衛生的です。
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ガ　ス
1〜2ヶ月

程  度
2週間
程 度

電　話

1週間
程 度

電　力下 水 道

1ヶ月
以 上

1ヶ月
以 上

上 水 道



火事を出さない備え
火元にならないために

台 所 の注意 電 熱 器 具 の注意

たばこ などの注意

●ガスコンロの上方に棚があっても、燃えるよう
な物を置かないようにしましょう。

●ガス台の周りに燃えやすい物を置かない。食用油
は低い位置、安全な場所に、蓋をしっかり閉めて、
なおかつ倒れないようにしておきましょう。

●炊事中に火元から離れる
ときは、火を消してから
にしましょう（特に、油
料理のときは火から離れ
ないようにしましょう。）。

●ガスの種火は、つけっぱ
なしに注意しましょう。

●ドライヤーやアイロン、トースターなどの電熱
器具は、コンセントから外しましょう。

●避難する前には、ブレーカーを切りましょう。

●吸いかけのたばこには、十
分注意をしましょう。

●仏壇のろうそくや線香は、火
をつけたままにせず、離れ
るときは消しましょう。

通電火災の防止と感震ブレーカーの設置
●通電火災とは？

地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電
が復旧した時に発生する火災のことです。

例  �家具の転倒等により電気コードが損傷し、
通電の瞬間、コードがショートすることに
より、近くの燃えやすいものに着火し、出
火した。

●感震ブレーカーとは？
　感震ブレーカーは、地震を感知すると自動的に

ブレーカーを落とす装置です。区では簡易型感
震ブレーカーの交付・
あっせんを行っており
ます。詳細は防災課ま
でお問い合わせくださ
い。
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自 助 日ごろの備え

ストーブ の注意

●燃えやすい物は近くには置かないようにしましょう。

●ストーブの上に洗濯物を干さないようにしましょう。

●使わないときは電源プラグをコンセントから抜
きましょう。

●綿ぼこりをこまめに掃除し
ましょう。

●耐震自動消火装置の作動を
時々確認しましょう。

●給油後は、ふたをしっかり
閉めましょう。



消火器の操作
順序１　
安全栓を引き抜く　

順序２  
ホースを火に向ける

順序３　
レバーをグッ
と握りしめる

火事……ここが怖い
●空気の流入の少ない室内の火事は、火が激し

く燃えると酸欠状態になり、人は昏倒します。

●酸欠状態になると煙が増えてきます。不完全

燃焼の燃焼物がくすぶり続ける状態では、有

毒ガスが多く出ます。

●暗闇では煙の様子がわかりません。暗がりで

は、はうようにして顔を床につけて移動した

り、タオルなど布

をたっぷり濡らし

て鼻や口などにあ

てて外へ避難しま

しょう。

住宅用火災警報器
東京都では火災予防条例により、全ての住宅
に住宅用火災警報器の設置が義務付けられて
います。

■どこに設置するか？
●すべての居室、台所、階段に設置が必要です。（浴

室、トイレ、洗面所、納戸などは含まれません。）

■点検しましょう！
すでに設置している警報機の中には、経年劣
化や電池切れが生じているものがあります。
電池切れの場合は、適切に電池を交換する必
要があるほか、設置から10年以上経過してい
る場合は、本体内部の電子部品の劣化が考え
られるため本体を交換することが望ましいと
されています。

■どんな種類があるか？

◎煙式(光電式)→居室・寝室・階段・居間など
　煙を感知して音声などで知らせる。
◎熱式(定温式)→台所など
　火災警報器の周囲温度が一定の温度に達する

と音声などで知らせる。
●電源は「電池方式」や「電源方式(AC100V)」が

あります。
※�高齢者の方、目や耳の不自由な方には、音や光が出る「補

助警報装置」の設置をお勧めします。

消 火 の 備 え
●消火器を見えるところに用意しましょう。

●ふろの残り湯は、すぐに捨てないでくみ置き

しましょう。（溺れ防止のため子どもだけで浴

室に入れないようにしましょう。）

消火器 ふろの残り湯
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■どこに取り付けるか？

●天井に取り付ける場合は、火災警報器の感知
部(煙が入る部分)の中心を壁面から60cm以上
離して設置します。はりなどがある場合は、
はりから60cm以上離して設置しましょう。

　また、エアコンなどの吹き出し口がある場合
は、吹き出し口から1.5m以上離して設置して
ください。

●壁に取り付ける場合は、火災警報器の感知部
の中心が天井から15cmから50cm以内の位置
になるように設置しましょう。



家にいるとき

●テーブルや机などの下に入りましょう。

●座布団など手近なもので頭を守りましょう。

●冷蔵庫、食器棚、家具等から離れましょう。

●乳幼児や高齢者を守りましょう。

●就寝中は、とっさに布団をかぶりましょう。

●「大丈夫よ！」「動かないで！」

「布団をかぶって！」など

大声で互いに声をかけ合い

ましょう。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大きな揺れが収まってきたら、すべての火の始末

をしましょう。

●出火がないかを調べ、

また、ガス漏れがない

かを確認しましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家の中に閉じ込め

ら れ な い よ う に、

玄関などの扉や窓

を開けて出口を確

保しましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あわてて外に出ると、瓦や看板などの落下物、
塀の倒壊、自動販売機の転倒などにより、けが
をする場合があります。

●急いで外へ避難をしなければならないケース
は、家屋の倒壊の危険があるときか、初期消火
に失敗して火事が大きくなったときです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●デマに惑わされないように、テレビ・ラジオなど

の情報をよく聞きましょう。

●区の防災行政無線

からの放送や防災

関係機関等の広報・

連絡を聞き漏らさ

ないようにしまし

ょう。

●大地震の後には、余震があるので注意しましょう。
●倒れかかった家具等や電気製品等が余震で倒れ

ることが考えられるので、十分注意し、補強が
できるものはしておきましょう。

●一部屋を安全地帯にして、家族全員がそこで寝
起きしましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●火事のときは、大声で知らせましょう。

●近所から出火したときは、消火にかけつけましょう。

●ガス漏れは、すばやく近所に知らせましょう。

●高齢者世帯の安全を確認し、安全確保の協力や手

助けをしましょう。
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●ガラスの破片などによるけがを防ぐために、むや

みに動かないで、靴など履き物を履いてから行動

しましょう（足を負傷すると、火の始末や消火活

動など、その後の行動に支障が出ます。）。

●普段から、手近の所定の位置や枕元に靴やスリッ

パなどの履き物を

用意しておきまし

ょう。

家にいるときの行動心得

自 助 地震発生 !! そのときの行動
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●「非常連絡ボタン」を、応答があるまで押し続けましょう。　
●携帯電話を所持している場合は、エレベーター管理会社や消防（119）、警察（110）に事態を連絡して、

救出を待ちましょう。なお、家族への安否連絡も行いましょう。
●非常灯がついて暗闇にはならないので、落ち着いて救助を待ちましょう。

●水や食糧品を運ぶのは、高層階ほど大変です。日頃から各家庭で備蓄をしておきましょう。　
●傷病者の搬送や食糧品・水の運搬には多くの人手が必要なので、隣近所等の協力態勢を整えておきましょう。

一定時間経過後に扉
が自動的に閉まる

揺れが軽微だった場合
(初期微動センサー付きの場合 )

揺れが大きかった場合

最寄階で扉が開いた後、しば
らくすると自動的に閉まりま
す。閉まった扉は中から開く
ことができるので、エレベー
ター内に閉じ込められること
はありません。ただし、外か
ら開くことはできません。

エレベーターに損傷を与える恐れのないような軽微な揺れだった場
合は、一定時間が経過した後、通常の運転に自動的に復帰します。

強い揺れ(震度4以上程度)を感じて運転を休止した場合は、エレベー
ターに損傷がない場合でも技術者の点検を受けるまで復帰しません。

運転停止に備えて

閉じ込められた場合の行動

　エレベーターの閉じ込め・運転停止

地震時管制運転システム

地
震
発
生

自動的に最寄階へ
停止し、扉が開く

エレベーターに取り
付けられたセンサー
が一定の揺れを検知
すると、自動的に最
寄階に停止し、扉を
開放し、利用者の避
難を促します。

東日本大震災における教訓（高層階における室内危険）

超高層

　高層階になるほど、転倒・落
下・移動している割合が多くな
っています。
　これは、長周期地震が一因と
考えられます。

※�「移動」とは、家具類が転倒せずに概ね

60cm動いた場合をいいます。

【長周期地震動の特徴】

１　海の波のように遠くまで伝わります。

２ �地震動が終息した後も、建物が数分に渡って揺れるこ

とがあります。

３ �東海・東南海・南海地震などのM8クラスの地震が起こ

ると、都内の50階ビルでは片振幅2mに達する揺れが

10分以上継続する可能性があります。

４ �高い建物の高層階が被害を受けやすい特徴があります。

（建物や地域によって異なる。） ※出典：東京消防庁

　東日本大震災の発生後行った東京都内でのアンケート調査では、階層別の家具類の転倒・落下・移動の

割合から次のようなことがわかりました。
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外出中のとき
自 助 地震発生!!そのときの行動

外出者の行動ルール

むやみに移動を開始しない1
周囲の状況をよく確かめて、落ち着いて行動しま
しょう。

正確な情報により冷静に行動する3
公共機関が提供する正確な情報を入手し、状況に
応じて、どのような行動（帰宅、一時移動、待機
など）が安全なのか自ら判断しましょう。

まず安否を確認する2
災害用伝言ダイヤル171や携帯電話災害用伝言板
等を活用し、家族や職場と連絡をとり、冷静に行
動できるよう気持ちを落ち着かせましょう。

帰宅できるまで外出者同士が助けあう4
一時待機できる屋内施設においては、要配慮者

（高齢者、乳幼児、障害者、妊産婦、外国人等）を
優先して収容しましょう。

伝言を録音する場合

1 7 1

1

1 ♯

にダイヤルする

ガイダンスに従って

暗証番号を利用
する録音は

プッシュ回線の場合は

ダイヤル回線の場合はダイヤル不要

1 ♯プッシュ回線の場合は

ダイヤル回線の場合はダイヤル不要

ガイダンスに従って

ガイダンスに従って

被災地の方の電話番号

30秒以内で録音する

ガイダンスに従って

ガイダンスに従って ガイダンスに従って

再生する

市外局番から

録音の場合

伝言を再生する場合

1 7 1

2

にダイヤルする

ガイダンスに従って

ガイダンスに従って

再生の場合

××××ー×××ー××××

NTT災害用伝言ダイヤル「171」を活用した安否確認

携帯各社の「災害用伝言板」

●災害時にNTTが開設する災害用伝言ダ
イヤル「171」があります。テレビやラジ
オ等で公表、利用を呼びかけることにな
っています。平常時は利用できません。

●録音された伝言は、48時間（2日間） 
経過すると消去されます。

●一般加入電話、公衆電話、携帯電話、
PHSなどの電話でもかけられます。

●体験利用期間…「毎月1日」、「正月三が
日」、「防災週間(8月30日〜9月5日)」、

「防災とボランティア週間(1月15日〜
21日)に「災害用伝言ダイヤル」を体験
できます。

3
暗証番号を利用
する再生は 4

緊急速報エリアメール・緊急速報メール
墨田区では、災害発生時に一人でも多くの区民の方
に災害情報や避難所開設情報等を伝達するため、各
携帯会社が提供する緊急速報エリアメール・緊急速
報メールを導入しました。これは、災害発生時は、
区内に滞在する携帯電話ユーザーに対して、一斉に
災害・避難情報を提供するものです。（区境付近で
は、他区のメールを受信することもあります）

詳しくは （NTTドコモ）

NTTドコモ

NTTドコモ

ソフトバンク

ソフトバンク

au (KDDI) ワイモバイル

au (KDDI) ワイモバイル

震度6弱以上の地震などの大災害が発生した場合、携帯

電話各社はそれぞれの携帯専用コンテンツやインター

ネット上の「災害用伝言板」を開設します。利用者の安

否確認を伝言板に登録し、それを家族や親せき等が伝

言を確認することができるシステムです（他社の機種

やパソコンからも確認が可）。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電車、バス、列車などは大
地震のときは、停車します。

●勝手にドアを開けて外に逃
げ出さず、乗務員の指示に
従うことが原則です。

●津波に注意しましょう。
●緊急放送を待つことなく、地震を感じたらすぐ

に高い所を目指して避難しましょう。
●浜辺などで高い場所がないところでは、できる

だけ海から遠くに離れましょう。

●大地震のときには、ハンドルをとられて制御が
きかなくなります。

●急ブレーキをかけず周りの安全を確認し、静かに
道路の左側に車を寄せ、エンジンを切りましょう。

●車から離れるときは、ドアをロックせず、カギは
つけたままにしましょう。

●ラジオなどで情報を聞き、状況がはっきりしな
いうちは移動しないようにしましょう。
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●持ち物(バッグなど)あるいは両手で、落下物か
ら頭部を保護しましょう。

●落下物の心配のない安全な場所へすばやく避難
しましょう。

●店頭のショーウィンドウなどガラスの多いとこ
ろや、自動販売機、ブロック塀など、破壊・倒
壊の危険があるところに
は近づかないようにしま
しょう。

●ビルのそばでは、ガラス
の破片、壁面のタイル、
看板や冷暖房の屋外機な
どの落下の危険があるの
で、すばやくその場から
移動しましょう。

●持ち物(バッグなど)あるいは両手で、落下物か
ら頭部を保護しましょう。

●ショーウィンドウからす
ばやく離れましょう。

●停電しても、やがて自家
発電の非常灯がつくので、
暗闇でむやみに動きまわ
らないようにしましょう。

●持ち物(バッグなど)あるいは両手で、落下物か
ら頭部を保護しましょう。

●陳列棚からすばやく離れましょう。
●人の後について、やみくもに動かないで落ち着

いて様子を見ましょう。
●階段やエスカレーターにかけ寄らないようにし

ましょう。人の殺到が
最も危険です。

●案内放送や係員の指
示、誘導に従いましょ
う。あわてて非常口に
殺到しないことが大切
です。

●係員の指示や放送をよ
く聞き、それに従いま
しょう。

●駅のホームでは線路内
に降りることは大変危
険です。

●がけ地、傾斜地、土手などからはすばやく離れ
ましょう。

●その地域の防災関係機関(警察・消防・自治体
等)の指示に従いましょう。

外出中のときの行動心得
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帰 宅 困 難 者 心 得 1 0 か 条

あわてず騒がず、状況確認1
周りの状況を的確にとらえ、以後の対応を冷静に
判断する。

事前に家庭で話し合い(連絡手段、集合場所)6
災害時の連絡手段や家族の集合場所を事前に決め
ておく。

安否確認、ボイスメールや遠くの親戚7
災害時には会社で決めてある安否確認サービスを利
用する。

季節に応じた冷暖準備(携帯カイロやタオルなど)9
どの季節に災害が起こるか分からないので、季節ご
との準備をする。

机の中にチョコやキャラメル(簡易食料)5
チョコやキャラメルなどが急場の空腹を救います。

歩いて帰る訓練を8
交通網の途絶に備え、自宅まで歩いて帰る訓練をし
ておく。

声を掛け合い、助け合おう10
お互いに声を掛け合い、消火、救出、救護、復興
活動に力を合わせて助け合う。

携帯ラジオをポケットに2
デマに惑わされないように、正しい情報をラジオ
から得る。

つくっておこう帰宅地図3
徒歩で自宅まで帰宅することを想定して、勤務先か
ら自宅までの帰宅地図を作成しておく。

ロッカー開けたらスニーカー (防災グッズ)4
履き慣れたスニーカー、レインウェア、防寒着、
ペットボトル、チョコなどの甘味食品、タオルな
どを入れて常備しておく。

自 助 地震発生!!そのときの行動

「帰宅困難者」とは？
　区には、毎日、多くの方々が区外から通勤や通学、買物や観光などで訪れています。一方、区民の方々も区外
へ出かけています。
　大地震が発生した場合は、電車やバスなどの公共交通機関が停止してしまうため、多くの方々が被災した場所
から帰宅できない状況になってしまいます。こういった状況の方々を「帰宅困難者」と呼びます。
　東京都防災会議では、「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」において、区内では79,083人の帰宅困難
者が発生すると推計しています。

帰 宅 困 難 者 支 援 に つ い て
■帰宅支援対象道路の指定
　混乱収集後の徒歩帰宅者に対する支援を効率的に行うために、
　都県境を超えた「帰宅支援対象道路」を東京都が指定しています。	

■災害時帰宅支援ステーションの確保
　東京都では、徒歩による帰宅者に対する支援の一環として、島しょを除く全都立学校及び東京武道館を「災害時

帰宅支援ステーション」として位置づけています。
　帰宅支援ステーションでは、水道水、トイレ、テレビ及びラジオからの災害情報の提供を行うこととしています。
　上記以外にもコンビニエンスストアやガソリンスタンド、ファミリーレストラン等も同じ役割を担います。
　災害時帰宅支援ステーションには、入り口など分かりやすい場所に目印が表示されています。

■東京都帰宅困難者対策条例
　東京都は、東日本大震災以降、内閣府と共同で設置した「首都直下地震帰宅困難者対策協議会」において対策を

議論するとともに、「東京都帰宅困難者対策条例」を策定しました。
この条例では、事業者の責務として「一斉帰宅の抑制」「留めることのできる環境整備」「施設を利用するお客さま
に対する措置を図ること」などとされています。

〈東京都の
「帰宅支援対象道路」情報〉
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避難するとき
　震災時は、正確な情報と行動力が必要となります。一時集合場所は、町会・自治会(住民防災組織)の最初の情
報拠点となる場所で、町会・自治会ごとに公園や学校などが指定されています。
　日ごろから町会・自治会の活動に参加するなどして、場所を確かめておきましょう。

　火災が発生し延焼火災となり、地域内では身の安全が確保できないときに避難する場所です。
　大火災からの輻

ふく

射
しゃ

熱
ねつ

の影響のない場所を東京都が避難場所として指定しています。墨田区の避難場所は区内７
か所、区外１か所が指定されています。また、平成20年4月1日から錦糸町地区が地区内残留地区※に指定されま
した（18〜19ページの防災マップを参照ください。）。

　地震災害で、自宅が倒壊したり、火災にあって戻れない場合に、一時的な生活の場所として区立小・中学校等
が被害状況に応じて指定避難所として開設されます。

※ 地区内残留地区とは …震災時、火災の延焼の危険性が少なく、広域的な避難を行う必要がない地区です。

自
　
宅

（身の安全を守る行動をとる）

延焼火災発生（地域内では危険なとき） 火
災
が
鎮
火
・
縮
小

（
自
宅
が
焼
失
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倒
壊
し
た
と
き
）

延
焼
火
災
な
し

（
自
宅
が
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し
た
と
き
）

自
宅
周
辺

（隣近所の状況を確認する）
（
避
難
や
情
報
交
換

　
が
必
要
な
と
き
）

避 難 の 方 法

避難のルール(どのように避難するか)
避難する前に 避難開始

●オートバイや車ではなく、徒歩で避難しましょう。
●近所の人達と集団で、指定された場所に避難しましょう。
●要配慮者を優先して行動しましょう。
●非常持ち出し品以外に、むやみに荷物を持つのはやめま

しょう。
●警察官や町会・自治会(住民防災組織)のリーダーの指示

に従って秩序よく避難しましょう。

●ガスの元栓を締めてブレーカーを切りましょう
（通電火災を防ぐため）。阪神・淡路大震災や東
日本大震災では、通電火災も多く発生しました。

●家の中に飛び火するのを防ぐため、窓や扉を閉
めましょう。

●戻ってくる家族や駆け付ける知人のための連絡
メモを、目につく場所に残しておきましょう。

一時（いっとき）集合場所

避難場所

指定避難所

一
時
集
合
場
所

避
難
場
所

指
定
避
難
所



町会・自治会名 　 一時集合場所 ( 所在地 ) 避難場所 指定避難所
横川二丁目町会 日本たばこ産業(株)内 (横川1-　　　17-7) 錦糸公園 業平小学校
横川三丁目町会 日本たばこ産業(株)内 (横川1-　　　17-7) 錦糸公園 柳島小学校
横川四丁目町会 本所防災館前 (横川4-6-6) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目南部町会 柳島小学校(横川5-2-30) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目旭町会 柳島小学校(横川5-2-30) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目東部町会 横川さんかく公園(横川5-9　  　-31) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目北部町会 集会所前(横川5-10-1) 錦糸公園 柳島小学校
業平一丁目町会 町会会館前(業平1-2-9) 錦糸公園 業平小学校
業平橋住宅自治会 住宅内公園(業平1-6-3) 錦糸公園 業平小学校
業平二丁目南町会 業平公園(業平2-3-2) 錦糸公園 業平小学校
業平二丁目町会 押上天祖神社(業平2-13-6) 錦糸公園 業平小学校
業平三丁目南町会 業平公園(業平2-3-2) 錦糸公園 業平小学校
業平三丁目町会 町会防災器材置場前(業平3-　　 11-4) 錦糸公園 業平小学校
業平四丁目南部町会 日信金属(株)業平倉庫前(業平4-　　  6-18) 錦糸公園 柳島小学校
業平四丁目町会 業平四丁目11番7号前区道(業平4       -11-7) 錦糸公園 業平小学校
業平五丁目南町会 くるみ児童遊園(業平5-1-1) 錦糸公園 柳島小学校
業平五丁目北部町会 なりひらホーム前(業平5-6-2) 錦糸公園 柳島小学校
向島一丁目町会 隅田公園自由広場(向島1-3) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島二丁目睦町会 町会会館前(向島2-16-1) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島二・三町会 小梅小学校(向島2-4-10) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島三丁目町会 墨田中学校(向島4-25-22) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
向島四丁目南町会 墨田中学校(向島4-25-22) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
向島四丁目北町会 秋葉神社内(向島4-9-13) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
向島五丁目西町会 隅田公園少年野球場(向島5-5) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
向島五丁目東町会 言問小学校(向島5-40-14) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
小梅一丁目町会 小梅児童遊園(向島1-33-3) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
小梅二丁目町会 町会会館前(向島3-33-7) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
小梅三丁目町会 町会会館前(向島3-35-7) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
東向島一丁目中町会 第一寺島小学校(東向島1-      16-2) 白鬚東地区 第一寺島小学校
東向一南町会 第一寺島小学校(東向島1-      16-2) 白鬚東地区 第一寺島小学校

曳舟中町会 ふじのき公園(東向島2-7-5) 白鬚東地区 第一寺島小学校
曳舟小学校

東向島二丁目睦町会 曳舟児童遊園(東向島2-25-7) 白鬚東地区 第一寺島小学校

東向島二丁目町会 東向島ふじ公園(東向島2-46-7) 白鬚東地区 第一寺島小学校
第三寺島小学校

東向島宮元町会 向島百花園前(東向島3-18-3) 白鬚東地区 第二寺島小学校
東向島町会 第二寺島小学校(東向島4-30-2) 白鬚東地区 第二寺島小学校
東向島六丁目第一町会 第三寺島小学校(東向島6-8-1) 白鬚東地区 第三寺島小学校
寺六中央町会 なつめ公園(東向島6-40-2) 白鬚東地区 第三寺島小学校
東向島親交町会 やまぶき児童遊園(東向島6-     60-6) 荒川・四ツ木橋緑地 八広小学校

堤通一丁目町会 交通公園(堤通1-8-1) 白鬚東地区 第一寺島小学校
第二寺島小学校

東白鬚第一マンション自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東第二自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
堤通二丁目3・4自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東水神自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
堤通自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
梅若橋自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東第一自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
コーシャハイム白鬚東自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
寺七西町会 東向島集会所前(東向島4-8-12) 白鬚東地区 梅若小学校
墨田一丁目第２アパート自治会 白鬚公園(墨田1-4-42) 白鬚東地区 梅若小学校
梅若西町会 梅若小学校(墨田2-25-1) 白鬚東地区 梅若小学校
梅若町会 梅若小学校(墨田2-25-1) 白鬚東地区 梅若小学校
玉の井町会 こでまり児童遊園(東向島5-     24-1) 白鬚東地区 第二寺島小学校
隅田西町会 かつら児童遊園(墨田3-36       -13) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田中睦町会 隅田小学校(墨田4-6-5) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
都営墨田四丁目自治会 都営墨田四丁目団地内公園(墨田     4-22) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田町東町会 隅田東第二児童遊園(墨田4-34     -20) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田中央町会 旧隅田小学校(墨田5-49-5) 白鬚東地区 旧隅田小学校
鐘ヶ淵町会 墨田五丁目運動広場(墨田5-     16) 白鬚東地区 旧隅田小学校
押上一丁目町会 町会会館前(押上1-24-4) 都営文花一丁目住宅一帯 業平小学校
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一時集合場所、避難場所(地区内残留地区)、指定避難所一覧(町会・自治会別)
町会・自治会名 一時集合場所(所在地) 避難場所 指定避難所
両国一丁目町会 両国橋児童遊園前(両国1-11-2) 両国地区 両国小学校
両国二丁目町会 回向院境内(両国2-8-10) 両国地区 両国小学校
両国三丁目町会 両国小学校(両国4-26-6)　両国公園(両国4-25-3) 両国地区 両国小学校
両国四丁目町会 両国小学校(両国4-26-6)　両国公園(両国4-25-3) 両国地区 両国小学校
千歳一丁目町会 江島杉山神社境内(千歳1-8-2) 両国地区 両国小学校
千歳中央町会 千歳公園(千歳2-2-1) 両国地区 両国小学校
千歳三丁目町会 千歳公園(千歳2-2-1) 両国地区 両国小学校
緑一丁目町会 緑小学校(緑2-12-12) 両国地区 緑小学校
緑二丁目町会 緑小学校(緑2-12-12) 両国地区 緑小学校
緑三丁目町会 町会会館前(緑3-6-3) 両国地区 緑小学校
緑四丁目町会 大横川親水公園(撞木橋跡付近) 両国地区 緑小学校
立川一丁目町会 五間堀公園(立川1-1-2) 両国地区 中和小学校
立川二丁目町会 中和公園(菊川1-18-25) 両国地区 中和小学校
立川三丁目町会 立川第二児童遊園(立川3-15-6) 両国地区 中和小学校
立川四丁目町会 菊川小学校(立川4-12-15) 猿江恩賜公園一帯 菊川小学校
菊川一丁目町会 中和公園(菊川1-18-25) 両国地区 中和小学校
菊川二丁目町会 中和公園(菊川1-18-25) 両国地区 中和小学校
菊川三丁目町会 菊川三丁目こども広場(菊川3-6-10) 猿江恩賜公園一帯 菊川小学校
江東橋一丁目町会 両国高校(江東橋1-7-14) 錦糸町地区(地区内残留地区) 菊川小学校
江東橋二丁目町会 江東橋公園(江東橋2-4-11) 錦糸町地区(地区内残留地区) 菊川小学校
江東橋三丁目町会 ウインズ錦糸町前(江東橋3-8) 錦糸町地区(地区内残留地区) 菊川小学校
江東橋四丁目町会 錦糸堀公園(江東橋4-17-1) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校

都営江東橋四丁目
アパート自治会 団地内(江東橋4-30-2) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校

江東橋五丁目町会 両国高校(江東橋1-7-14) 猿江恩賜公園一帯 菊川小学校
横網町会 横網町公園(横網2-3-25) 両国地区 両国中学校
亀沢一丁目町会 横網町公園(横網2-3-25) 両国地区 二葉小学校
亀沢二丁目町会 緑町公園(亀沢2-7-7) 両国地区 二葉小学校
亀沢三丁目町会 日進公園(亀沢3-24-3) 両国地区 竪川中学校
亀沢四丁目町会 竪川中学校(亀沢4-11-15) 両国地区 竪川中学校
石原一丁目町会 横網町公園(横網2-3-25) 両国地区 両国中学校
石原二丁目町会 二葉小学校(石原2-1-5) 両国地区 二葉小学校
石原三丁目町会 町会会館前(石原3-28-10) 両国地区 錦糸中学校
石原四丁目町会 錦糸中学校(石原4-33-14) 両国地区 錦糸中学校
本所一丁目町会 本所地域プラザ(本所1-13-4) 両国地区 外手小学校

本所二丁目町会 外手小学校(本所2-1-16)
若宮公園(本所2-2-19) 両国地区 外手小学校

本所三丁目町会 外手小学校(本所2-1-16)
若宮公園(本所2-2-19) 両国地区 外手小学校

本所四丁目町会 もみじばし児童遊園(本所4-8-6) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 横川小学校
東駒形一丁目町会 本所保健センター前(東駒形1-6-4) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 外手小学校
東駒形二丁目町会 かしわ児童遊園(東駒形2-8-2) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 本所中学校
東駒形三丁目町会 本所中学校(東駒形3-1-10) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 本所中学校
東駒形四丁目町会 横川公園(東駒形4-18-21) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 横川小学校
吾妻橋一丁目町会 吾妻橋会館前(吾妻橋1-23-27) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 本所中学校

リバーピア吾妻橋
ライフタワー自治会 団地前広場(吾妻橋1-23) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 本所中学校

吾妻橋二丁目町会 吾妻橋会館前(吾妻橋1-23-27) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 本所中学校
吾妻橋三丁目町会 しいのき児童遊園(吾妻橋3-9-4) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 横川小学校
錦糸一丁目町会 錦糸小学校(錦糸1-9-12) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校
錦糸町アルカファイブ自治会 大横川親水公園噴水前(錦糸1-1) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校
錦糸町アルカハビタ自治会 大横川親水公園噴水前(錦糸1-1) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校
錦糸三和町会 錦糸公園(錦糸4-15-1) 錦糸町地区(地区内残留地区) 錦糸小学校

太平一丁目町会 町会会館前(太平1-23-3) 錦糸公園 錦糸小学校
業平小学校

太平二丁目町会 錦糸小学校(錦糸1-9-12) 錦糸公園 錦糸小学校
柳島小学校

太平三丁目町会 錦糸公園(錦糸4-15-1) 錦糸公園 錦糸小学校
柳島小学校

太平四丁目町会 錦糸公園(錦糸4-15-1) 錦糸公園 錦糸小学校
柳島小学校

横川一丁目町会 日本たばこ産業(株)内 (横川1-17-7) 錦糸公園 業平小学校



町会・自治会名 一時集合場所 ( 所在地 ) 避難場所 指定避難所
押上一丁目仲町会 町会会館前(押上1-15-1) 都営文花一丁目住宅一帯 墨田中学校
中之郷町会 中之郷児童遊園(押上2-12-1) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
押上二丁目町会 町会会館前(押上2-19-12) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校

押上南町会 新あづま通り押上一丁目バス停前
(押上1-32先) 都営文花一丁目住宅一帯 押上小学校

押上西和町会 町会会館前(押上1-17-5) 都営文花一丁目住宅一帯 押上小学校
押上三丁目伸成町会 押上小学校(押上3-46-17) 都営文花一丁目住宅一帯 押上小学校

押上文花町会 押上小学校(押上3-46-17)
文花公園(文花1-27-5) 都営文花一丁目住宅一帯 押上小学校

京一旭町会 京島西公園(京島1-22-3) 都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校
曳舟駅前プラザ自治会 プラザ裏広場(京島1-38) 都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校

京一曳舟町会 曳舟さくら公園(京島1-40-1)
曳舟小学校(京島1-28-2) 都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校

京島二丁目町会 京島サービス工場前(京島2-9-3) 都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校

京島南町会
京島サービス工場前(京島2-9-3) 
京島三丁目防災広場(京島3-31-2) 
曳舟小学校(京島1-28-2)

都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校

京島二丁目協和町会 京島南公園(京島2-20-17) 都営文花一丁目住宅一帯 第四吾嬬小学校
京島三丁目北町会 からたち児童遊園(京島3-10-19) 都営文花一丁目住宅一帯 第四吾嬬小学校
京島三丁目中央町会 京島まちづくり事業用地(京島3-37) 都営文花一丁目住宅一帯 第四吾嬬小学校
京島三丁目東町会 第四吾嬬小学校(京島3-64-9) 都営文花一丁目住宅一帯 第四吾嬬小学校
文花親交町会 あずま百樹園(文花1-19-4) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
文花団地自治会 文花公園(文花1-27-5) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
文花第二自治会 団地内公園(文花1-32) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
文花宮元町会 文花宮前橋公園(文花1-32-11) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
文花二丁目町会 宮元児童遊園(文花2-7-4) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
宮田町会 第四吾嬬小学校(京島3-64-9) 都営文花一丁目住宅一帯 第四吾嬬小学校

八広町会 八広小学校(八広5-12-15)
寺島中学校(八広1-17-15) 荒川・四ツ木橋緑地 寺島中学校

長浦町会 けやき児童遊園(八広1-7-4) 荒川・四ツ木橋緑地 寺島中学校
八広一丁目南町会 寺島中学校(八広1-17-15) 荒川・四ツ木橋緑地 寺島中学校
八広三和里町会 三輪里稲荷神社(八広3-6-13) 荒川・四ツ木橋緑地 第三吾嬬小学校
八広北町会 町会会館前(八広2-11-5) 荒川・四ツ木橋緑地 第三吾嬬小学校
八広二丁目親和町会 第三吾嬬小学校(八広2-36-3) 荒川・四ツ木橋緑地 第三吾嬬小学校
八広二丁目南町会 舟原公園(八広2-43-16) 荒川・四ツ木橋緑地 第三吾嬬小学校
八広三丁目町会 八広三丁目防災広場(八広3-24-8) 荒川・四ツ木橋緑地 第三吾嬬小学校

八広あずま町会 八広地域プラザ(八広4-35-17)
吾嬬第二中学校※（八広4-4-4） 荒川・四ツ木橋緑地 八広地域プラザ

吾嬬第二中学校
都営八広五丁目自治会 八広公園(八広5-10-14) 荒川・四ツ木橋緑地 八広小学校

八広西八町会 八広地域プラザ(八広4-35-17)
吾嬬第二中学校※（八広4-4-4） 荒川・四ツ木橋緑地 八広地域プラザ

吾嬬第二中学校
八広六西町会 八広小学校(八広5-12-15) 荒川・四ツ木橋緑地 八広小学校
八広六丁目東町会 日枝神社境内(八広6-32-6) 荒川・四ツ木橋緑地 八広小学校
立花一丁目町会 立花公園(立花1-27-5) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花平成町会 立花吾嬬の森小学校(立花1-18-6) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花一丁目団地自治会 立花団地内広場(立花1-26) 立花一丁目団地一帯 立花幼稚園他
立花一丁目団地6号棟自治会 立花団地内広場(立花1-26) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花二丁目町会 立花吾嬬の森小学校(立花1-18-6) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花二丁目仲町会 東あずま公園(立花2-32-12) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花東町会 東あずま公園(立花2-32-12) 立花一丁目団地一帯 立花吾嬬の森小学校
立花南町会 立花幼稚園他(立花1-25-9他) 立花一丁目団地一帯 立花幼稚園他

立花あづま町会 吾嬬立花中学校(立花5-48-2) 立花一丁目団地一帯 東吾嬬小学校
立花四丁目町会 東吾嬬小学校(立花4-22-11) 立花一丁目団地一帯 東吾嬬小学校
立花五丁目町会 中川小学校(立花5-49-4) 荒川・四ツ木橋緑地 中川小学校
立花五丁目東町会 旧吾嬬第一中学校(立花5-48-9) 荒川・四ツ木橋緑地 中川小学校

立花六丁目町会 立花いこい公園(立花6-8-34)
旧中川水辺公園防災広場(立花6-24先) 荒川・四ツ木橋緑地 中川小学校

都営立花六丁目アパート自治会 平井橋第一・第二公園(立花6-8-55)
旧中川水辺公園防災広場(立花6-24先) 荒川・四ツ木橋緑地 中川小学校

東墨田一・二丁目町会 木下川吾亦紅(東墨田2-15-2) 荒川・四ツ木橋緑地 木下川吾亦紅
東墨田三丁目町会 東公園(東墨田3-12-19) 荒川・四ツ木橋緑地 木下川吾亦紅
亀戸ビューフォート自治会 マンション１階駐車場(文花1-32-2) 都営文花一丁目住宅一帯 文花中学校
Brillia タワー東京自治会 錦糸公園(錦糸4-15-1) 錦糸公園 錦糸小学校
イーストコア曳舟自治会 イーストコア曳舟建物内(京島1-1) 都営文花一丁目住宅一帯 曳舟小学校
都営第二寺島アパート自治会 交通公園(堤通1-8-1) 白鬚東地区 第一寺島小学校
トミンハイム横川一丁目自治会 日本たばこ産業（株）内（横川1-17-7） 錦糸公園 業平小学校
ソライエ・プレミアムテラス自治会 中川小学校（立花5-49-4） 立花一丁目団地一帯 中川小学校

町会・自治会名 　 一時集合場所 ( 所在地 ) 避難場所 指定避難所
横川二丁目町会 日本たばこ産業(株)内 (横川1-　　　17-7) 錦糸公園 業平小学校
横川三丁目町会 日本たばこ産業(株)内 (横川1-　　　17-7) 錦糸公園 柳島小学校
横川四丁目町会 本所防災館前 (横川4-6-6) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目南部町会 柳島小学校(横川5-2-30) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目旭町会 柳島小学校(横川5-2-30) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目東部町会 横川さんかく公園(横川5-9　  　-31) 錦糸公園 柳島小学校
横川五丁目北部町会 集会所前(横川5-10-1) 錦糸公園 柳島小学校
業平一丁目町会 町会会館前(業平1-2-9) 錦糸公園 業平小学校
業平橋住宅自治会 住宅内公園(業平1-6-3) 錦糸公園 業平小学校
業平二丁目南町会 業平公園(業平2-3-2) 錦糸公園 業平小学校
業平二丁目町会 押上天祖神社(業平2-13-6) 錦糸公園 業平小学校
業平三丁目南町会 業平公園(業平2-3-2) 錦糸公園 業平小学校
業平三丁目町会 町会防災器材置場前(業平3-　　 11-4) 錦糸公園 業平小学校
業平四丁目南部町会 日信金属(株)業平倉庫前(業平4-　　  6-18) 錦糸公園 柳島小学校
業平四丁目町会 業平四丁目11番7号前区道(業平4       -11-7) 錦糸公園 業平小学校
業平五丁目南町会 くるみ児童遊園(業平5-1-1) 錦糸公園 柳島小学校
業平五丁目北部町会 なりひらホーム前(業平5-6-2) 錦糸公園 柳島小学校
向島一丁目町会 隅田公園自由広場(向島1-3) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島二丁目睦町会 町会会館前(向島2-16-1) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島二・三町会 小梅小学校(向島2-4-10) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
向島三丁目町会 墨田中学校(向島4-25-22) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
向島四丁目南町会 墨田中学校(向島4-25-22) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
向島四丁目北町会 秋葉神社内(向島4-9-13) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
向島五丁目西町会 隅田公園少年野球場(向島5-5) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
向島五丁目東町会 言問小学校(向島5-40-14) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 言問小学校
小梅一丁目町会 小梅児童遊園(向島1-33-3) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
小梅二丁目町会 町会会館前(向島3-33-7) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 小梅小学校
小梅三丁目町会 町会会館前(向島3-35-7) 墨田区役所・隅田公園自由広場一帯 墨田中学校
東向島一丁目中町会 第一寺島小学校(東向島1-      16-2) 白鬚東地区 第一寺島小学校
東向一南町会 第一寺島小学校(東向島1-      16-2) 白鬚東地区 第一寺島小学校

曳舟中町会 ふじのき公園(東向島2-7-5) 白鬚東地区 第一寺島小学校
曳舟小学校

東向島二丁目睦町会 曳舟児童遊園(東向島2-25-7) 白鬚東地区 第一寺島小学校

東向島二丁目町会 東向島ふじ公園(東向島2-46-7) 白鬚東地区 第一寺島小学校
第三寺島小学校

東向島宮元町会 向島百花園前(東向島3-18-3) 白鬚東地区 第二寺島小学校
東向島町会 第二寺島小学校(東向島4-30-2) 白鬚東地区 第二寺島小学校
東向島六丁目第一町会 第三寺島小学校(東向島6-8-1) 白鬚東地区 第三寺島小学校
寺六中央町会 なつめ公園(東向島6-40-2) 白鬚東地区 第三寺島小学校
東向島親交町会 やまぶき児童遊園(東向島6-     60-6) 荒川・四ツ木橋緑地 八広小学校

堤通一丁目町会 交通公園(堤通1-8-1) 白鬚東地区 第一寺島小学校
第二寺島小学校

東白鬚第一マンション自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東第二自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
堤通二丁目3・4自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東水神自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
堤通自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
梅若橋自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
白鬚東第一自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
コーシャハイム白鬚東自治会 白鬚東地区防災拠点(堤通2) 白鬚東地区 桜堤中学校
寺七西町会 東向島集会所前(東向島4-8-12) 白鬚東地区 梅若小学校
墨田一丁目第２アパート自治会 白鬚公園(墨田1-4-42) 白鬚東地区 梅若小学校
梅若西町会 梅若小学校(墨田2-25-1) 白鬚東地区 梅若小学校
梅若町会 梅若小学校(墨田2-25-1) 白鬚東地区 梅若小学校
玉の井町会 こでまり児童遊園(東向島5-     24-1) 白鬚東地区 第二寺島小学校
隅田西町会 かつら児童遊園(墨田3-36       -13) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田中睦町会 隅田小学校(墨田4-6-5) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
都営墨田四丁目自治会 都営墨田四丁目団地内公園(墨田     4-22) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田町東町会 隅田東第二児童遊園(墨田4-34     -20) 荒川・四ツ木橋緑地 隅田小学校
隅田中央町会 旧隅田小学校(墨田5-49-5) 白鬚東地区 旧隅田小学校
鐘ヶ淵町会 墨田五丁目運動広場(墨田5-     16) 白鬚東地区 旧隅田小学校
押上一丁目町会 町会会館前(押上1-24-4) 都営文花一丁目住宅一帯 業平小学校
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災害に備え、ご自分の地域の一時集合場所、避難場所、指定避難所を日頃から確認しておきましょう。


